
診療参加型臨床実習の在り方に関して

～地域医療実習の重要性の観点から～

札幌医科大学長 今井浩三
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札幌医科大学の果たしてきた役割

○医療→地域への医療人派遣、高度先進医療、チーム医療、

高度救命救急医療

○教育→医師国家試験上位、

道内定着率８５％

・・地域医療医確保に向けた新たな取組検討

○研究→医療、教育を支える、国際水準

科研費獲得（ひとり当たりで、全国７２０大学中、

１３ー２０位、３％以内）

知的財産（特許出願・・年間約１５件）



第１００回医師国家試験の結果

平成１８年３月３０日
読 売 新 聞



平成１６年度医師派遣の実績

９.１日３０４人教員以外

２７.４時間２５４人教 員

５５８人５１４常勤外

４５０人１３８常 勤

一人当たり
の支援実績

（月平均）

従 事 者 数
医療機関

数



３大学病院における臨床研修医採用状況
（１６年度）
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医師育成プログラムと
そのシステムの構築

１）魅力的な卒後研修プログラムの練り上げと展開

２）関連病院との有機的な連携

３）QOLの高い研修システム

２．研修後のリクルート体制の強化

１．新卒後臨床研修センターの立ち上げ

１）大学院生の処遇改善

２）全国への広報と医系大学への説明会の設定



臨床系大学院生の診療医任用について

区分 従来 平成１６年度以後

身分

勤務時間

単価

社会保障

任用期間

なし 診療医（特別職非常勤）

不定 １日８時間を超えない範囲内で
週３０時間以内

なし （８時間勤務）日額１１，３５４円
（６時間勤務）日額 ８，５１５円

なし 健康保険，厚生年金適用

なし １年以内（更新可）

院生の負担軽減、教員の勤務環境の改善



TOPICS
大学院生にも給与支給

当院の後期研修の最大の特徴は、大学院生であっても、附属病院で診療
医として任用され、給与が支給され、健康保険等にも加入できる点です。生
活面の不安が無く、安心して後期研修と臨床医学研究に取り組むことがで

きます。

後期臨床研修・専門医制度



目 的

後期臨床研修・専門医制度プログラムは、初期臨床研修（医師
免許取得後２年間）を終えた医師が、専門的知識を学び、経験を
積むことにより、各種専門医資格の取得を目的とするプログラム
です。また、並行して臨床医学研究を進めることにより、学位（医
学博士）の取得も可能です。
札幌医大病院で初期臨床研修を受けた方だけでなく、他の研

修指定病院で初期臨床研修を受けた方も参加可能なプログラム
ですので、幅広い方々のご応募をお待ちしております。
※ 平成１４年度から、厚生労働省の定める基準に合致した団
体によって認定された専門医資格は、広告可能になりました。医
療の質に関する国民の関心が高まってきている現在、専門医資
格の重要性は増してきております。



研究助成・RA適用

コース 1 ｜ 後期プログラム ｜

医学部１年 医学部２年 医学部３年 医学部４年 医学部５年 医学部６年 ＭＤ・
ＰｈＤ２年

ＭＤ・
ＰｈＤ３年

ＭＤ・
ＰｈＤ４年

臨床研修（２年）

前期プログラム
国家試験 修了

コース 2 ｜ 後期プログラム ｜

医学部１年 医学部２年 医学部３年 医学部４年 医学部５年 医学部６年 臨床研修（２年） ＭＤ・
ＰｈＤ２年

ＭＤ・
ＰｈＤ３年

ＭＤ・
ＰｈＤ４年

前期プログラム
国家試験 修了研究助成・RA適用

コース 3

医学部１年 医学部２年 医学部３年 医学部４年 ＭＤ・
ＰｈＤ１年

ＭＤ・
ＰｈＤ２年

ＭＤ・
ＰｈＤ３年

医学部５年 医学部６年 臨床研修（２年）

ＭＤＰｈＤ入学
研究助成・RA適用

修了 国家試験

札幌医科大学大学院医学研究科MD/PHD プログラム



文部科学省ＧＰの採択状況（H18年６月現在）

採択・地域の命を守る医療人養成プロ
グラムの実践

大学病院医療人ＧＰ

採択

採択

・地域密着型チーム医療実習

・医療研究者・地域医療従事者支
援型知財教育

医学部、

保健医療学部

大学院

現代ＧＰ

結果テーマ対象



本プログラムの名称：地域密着型チーム医療実習

対 象： 医学部・保健医療学部の第2学年

内 容： 両学部合同チームが地域に滞在し
てチーム医療早期体験学習

「互いに地域の中で協力す
ることが、より良い医療の
ために いかに重要か」

を学ぶ良い機会となると考えています。

学生時代からの経験が、地域医療に進
んで貢献する人材を育成する最も良い
方法の一つと思われます。



１）プライマリケアについて理解し、疾病予防・
健康維持増進に関心を持つ

２）人として医療者として、人間関係の大切さを
考え、学ぶ

３）チーム医療において専門の異なる医療スタッ
フの関わりの重要性を、住民・医療者の双方
の目線に立って理解する

教 育 目 標



地域医療：今後の展望

○地域医療枠による入試の導入

○現代GPによる地域密着型チーム医療実習

○診療参加型臨床実習における地域医療実習

○初期および後期臨床研修の充実のための

プログラムの新しい工夫

○後期臨床研修の際の関連病院との連携

○地域医療支援センターの充実と医師派遣


	診療参加型臨床実習の在り方に関して～地域医療実習の重要性の観点から～
	札幌医科大学の果たしてきた役割
	第１００回医師国家試験の結果
	平成１６年度医師派遣の実績
	３大学病院における臨床研修医採用状況（１６年度）
	医師育成プログラムとそのシステムの構築
	臨床系大学院生の診療医任用について
	札幌医科大学附属病院　臨床研修センター
	札幌医科大学大学院医学研究科MD/PHD プログラム
	文部科学省ＧＰの採択状況（H18年６月現在）
	本プログラムの名称：地域密着型チーム医療実習
	教育目標
	地域医療：今後の展望


